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2-1. 調査の目的とやり方 
 調査を行うタイミング 
 中間処理対応のための特許調査 
 検索式の作り方 
 特許分類の使い方 
 良くない検索式の例 
2-2. 調査のトピックス 
 非特許文献調査のやり方 
 数値限定発明の調査方法 
 特許管理の方法 
 その他 
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調査を行うタイミング 
(1)技術企画段階 
 他社技術動向調査、パテントマップ作成 

 

(2)研究開発・製品開発時 
 出願前先行技術調査 

 

(3)製品発売前 
 他社侵害予防調査、パテントマップ作成 
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(4)製品販売後 
 （情報提供のための）公知例調査 
 無効資料調査 

 

(5)外国製造販売前 
 外国特許調査（侵害予防） 

 

(6)権利行使前 
 自社特許の公知例調査 
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 中間処理（拒絶理由対応）のための調査とは、
基本的には先行技術調査。 

 田村氏の説明にあったように、拒絶理由に対し
て反論・補正できるよう、上位、中位、下位の概
念を請求項へ記載できるよう調査しておく。 
 

上位 
中位 

下位 
（実施例） 
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 請求項が出来ている場合には、その内容を元に
調査を行う。 

 調査対象の日本公報が発行済みの場合は、そこ
からFIやFタームを選択して調査を行う。無効資料
調査ほど、時間はかけない。 

 シフト補正の拒絶回避には、審査請求前調査が
有効。 

 調査対象は、基本的に日本の特実公報。技術分
野によっては、英語公報も調査する。先行技術調
査で日英以外の文献を調べることは現状少ない。 
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 国内特許公報に付与される特許分類は、 

 (1)IPC分類 

 (2)FI記号 

 (3)Fターム がある。 

他に、ファセットもある。 
 

 欧米調査ではCPCの他、以下の旧分類も併用
する。 

 (4)USPTOのUSクラス 

 (5)EPOのECLA/ICO 
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裏面 
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①調査対象に特に関連する、具体的なFIやFター
ムを選択し、同一に近い範囲を調査する。 
②調査対象と関連するIPCやFIを用いて、同一に
近い範囲を調査する。 
③特許分類やキーワードの組合せにより、調査対
象構成の一部や、その上位概念を調査する。 
④異なる方針で、20～50件程度の検索式を５つ
程度作成し、計100～300程度、調査する。 
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   検索式２つ        検索式５つ 
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 IPC、FI、USクラス、ECLAは原則として請求項の

発明主題に付与される。これらとキーワードを組
み合わせると、主題に近いものの中で一定の
キーワードを含むものが抽出される。 

 FタームやCPC/ICOの一部については、実施例

に付与されているものがある。このような特許分
類を用いれば、明細書に記載された発明を検索
できる。 

 Fターム付与箇所については、Fターム解説を参
照する。 
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 原則として、IPC同士、FI同士はANDしない。 
 原則として、テーマコートが異なるFタームはANDし
ない。 

 Fタームには部分F(Fs)というものがある。部分Fは
原則として、「同じ枠内」でAND演算する。 
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検索式に同義語や類義語が網羅されているこ
とが前提であるが、いくつか例を紹介。 
 
(1)特許分類へ同じ意味のキーワードをかける 
 

FI=H04N <テレビジョン> 
  ×全文=(テレビ+TV) 
・・・「受像器」など、別のキーワードが漏れる。 
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(2)異なるテーマコードの特許分類をかける 
 

FT=3B095AA01 <携帯、収納できる椅子> 
  ×3B096AB01 <凹凸をもつ椅子> 
・・・5件のみヒット。調査漏れ。 
 
ただし、目的となる公報を、素早く１件だけ見つ
けたい場合には、このような検索を行うことも
ある。 
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(3)AND演算が多すぎる。分類が広すぎる。 
 

FI=H01L21 <半導体プロセス> 
 ×全文=((半導体+シリコン)×(基板+ウェハ) 
 ×(プロセス+工程)×(エッチング+除去) 
 ×(微細+ナノ+ｎｍ)) 
 

・・・100%でないものを次々とANDしてゆくと、

漏れが累積してゆき、結局目的のものが見つ
からなくなる。エッチングはH01L21/302等。 
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(4)異なる分類もすべて足してキーワードをかける 
 

IPC=(G02F1/1333+H04N5/66) 
    <液晶とテレビ関係の分類＞ 
×要約=((液晶+LCD)×(テレビ+TV+受像器)) 
 

①液晶の分類G02F1/1333と、  
 (テレビ+TV+受像器)の組み合わせ 
②テレビ関係の分類H04N5/66と(液晶+LCD) 
 

 の組み合わせに分けてANDする。 
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(5)連語だけ使用する 
 

全文=(中央演算処理装置+マイクロプロセッサユ
ニット) 
・・・「演算処理部」、「マイクロプロセッサ」、「MPU」
等が漏れる。 
 

(6)侵害予防目的の場合に、要約や抄録で検索 
 

FK=((カメラ+デジカメ)×(携帯電話+(携帯+移
動)×電話)) ・・・クレームにのみ記載があるもの
が漏れる。 
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(7)侵害予防調査で、上位概念の分類やキーワード
が抜けている 
FT=5K023HH07 <液晶を備えた電話機> 
⇒上位の FT=5K023HH06 <可視表示装置を備え
た電話機> を用いる。 
 

(8)先行技術調査、無効資料調査で下位概念の分類
等が抜けている 
上位の FT=5K023HH06のみで検索し、下位の
5K023HH07や5K023HH08 ＜LEDを備えた電話
機＞が抜けている。 
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(9)外国調査で、単語の形変化等を考慮しない 
全文=(communication+telecommunication) 
・・・ communicateやtelecommunicateが漏れる。 
 

(10)重複したAND演算となっている。 
要約・請求項=(センサ×(画像+イメージ)) 
×全文=(画像処理+画像×処理) 
⇒要約・請求項=(センサ+検出+感知) 
×全文=((画像 W2 処理+イメージ W2プロセス) 
※Wは近接演算 
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非特許文献調査は、特許公報で無効資料が見つか
らない場合の他、意見書や訴訟で周知・慣用技術の
立証等をする場合に行う。周知性立証は、ハンドブッ
クや複数の文献により行う。 
 

代表的な非特許文献データベース 
 JDreamⅢ（有料） 
 J-Global/CiNii（検索は無料） 
 Google Scholar（基本的に無料） 
 Scopus（定額制有料） 
 国会図書館（検索は無料） 
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 データベースで検索を行う場合、JST技術分類等

はあるが、特許分類のように整備されたものは
ない。多面的な調査が必要。 

 

①キーワードによる検索 
②技術分類やシソーラス用語等による検索 
③リファレンスから文献取り寄せ 
④Google Scholar等によるインターネット検索 
⑤図書館ホームページでの検索 
⑥図書館での調査（辞典、技報等） 
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 非特許文献調査では、検索技術よりも、どの書籍や
雑誌に関係する記載があるのかという技術的な知
識が重要。 

 データベースに収録されていないハンドブックや古
い技報等を調べる場合には、図書館へ行く。 
 

神奈川県立川崎図書館（技報やハンドブック） 
国会図書館（書籍の種類は多いが閉架式） 
東京工業大学図書館（学外者可。英語論文多い） 
 JST成増図書館（学術文献多い） 
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 非特許文献は全文検索できない場合が多いの
で、１～２年後に発行された文献も検索し、関連
するものが見つかれば取り寄せる。取り寄せた
文献の参照文献(reference)をたどって行くと、
目的の文献が見つかることもある。 
 

   特許文献：クレームが最重要 
               
   学術論文：要約と参照文献を重視 
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 基本的には、明細書を読み込んで、実施例やそ
の表、請求項等に書かれた数値を探す。 

 ただし、機械・電気分野では、数値限定された発
明に顕著な効果がないことも多い。この場合は、
進歩性が否定される。 

 数値範囲が少し異なっていても、効果に差がなく、
進歩性なしという主張も有効。 
 

例：クレーム16～１７インチの車両用ホイール 
15インチ自動車用ホイールが公知⇒進歩性なし 
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特実審査基準 2.5論理づけの具体例 
(1)最適材料の選択・設計変更、単なる寄せ集め 
一定の課題を解決するために公知材料の中からの最適材料の選択、数値範囲の
最適化又は好適化、・・・ 
(3)引用発明と比較した有利な効果 
 ④数値限定を伴った発明における考え方 
発明を特定するための事項を、数値範囲により数量的に表現した、いわゆる数値
限定の発明については、 
(ⅰ)実験的に数値範囲を最適化又は好適化することは、当業者の通常の創作能力
の発揮であって、通常はここに進歩性はないものと考えられる。しかし、 
(ⅱ)請求項に係る発明が、限定された数値の範囲内で、刊行物に記載されていな

い有利な効果であって、刊行物に記載された発明が有する効果とは異質なもの、又
は同質であるが際だって優れた効果を有し、これらが技術水準から当業者が予測
できたものでないときは、進歩性を有する。 
なお、有利な効果の顕著性は、数値範囲内のすべての部分で満たされる必要があ
る。 
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 化学・材料分野では、数値範囲内の記載を探す
必要もある。 

 英文データベースであるが、STNのJPFULL、
PCTFULL、CNFULL等には、数値範囲の検索
機能が備えられている。 

 日立のShareasearchやSRPARTNERでは、遡
及公報（電子化前の紙公報をOCR化したもの）

については、表中の数値検索ができる場合があ
る。 
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 原則として、以下の優先順位で年金の支払
いを維持する。 
 

①自社製品等で用いる特許 
②他社へ参入障壁となる特許 
③他社からライセンス収入がある特許 
④他社へライセンスや売却が見込める特許
（出願） 
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 相対的な価値評価ツールを用いて、特許権のスコ
ア等を算出し、これを参考にして年金管理等を行う
方法もある。 

 パテントリザルトのパテントスコア 
 工藤一郎国際特許事務所のYKS/YK3等 

 パテントリザルト社より引用 
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ご清聴ありがとうございました 
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